
　

昨
年
の
１１
月
に
開
催
さ
れ
た

「
西
条
市
差
別
を
な
く
す
る
市
民

の
集
い
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

パ
ネ
リ
ス
ト
の
森
口
健
司
さ
ん

（
徳
島
県
北
島
中
学
校
教
諭
）
か

ら
、
教
師
と
し
て
の
熱
い
思
い
を

お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
権
学
習
で
「
渋
染
一
揆
」
を

学
習
し
た
後
、
一
人
の
生
徒
が
生

活
ノ
ー
ト
に
『
渋
染
一
揆
を
読
ん

で
い
る
と
、
灰
谷
健
次
郎
さ
ん
の

「
兎
の
眼
」
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
兎
の
眼
」
の
言
葉
を
借
り
る
な

ら
ば
「
人
間
が
美
し
く
あ
る
た
め

の
抵
抗
の
精
神
」
を
部
落
の
人
々

は
持
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

苦
し
み
な
が
ら
生
き
て
き
た
人
々

の
強
さ
や
美
し
さ
に
勝
る
も
の
は

な
い
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。
』
と

書
い
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

「
人
間
が
美
し
く
あ
る
た
め
の

抵
抗
の
精
神
」
こ
の
言
葉
に
圧
倒

さ
れ
た
森
口
先
生
は
「
兎
の
眼
」

を
読
み
返
し
、
生
徒
た
ち
の
思
い

に
応
え
た
い
と
「
兎
の
眼
」
の

主
人
公
の
小
谷
先
生
が
訪
ね
た
奈

良
の
西
大
寺
に
行
か
れ
た
そ
う
で
、

そ
の
時
の
新
鮮
な
感
動
は
、
今
も

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
よ
み
が
え

る
し
、
本
堂
の
中
に
あ
る
「
善
財

童
子
」
の
前
に
座
っ
た
時
は
、
涙

が
出
そ
う
に
な
り
、
体
が
震
え
て

き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

「
善
財
童
子
」
の
目
の
輝
き
を

見
た
と
き
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち

の
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。
こ
の
と

き
、
私
は
教
師
で
あ
る
こ
と
の
喜

び
に
浸
っ
て
い
く
。
「
今
、
出
会

え
た
生
徒
た
ち
、
こ
れ
か
ら
出
会

う
生
徒
た
ち
、
そ
の
一
人
一
人

を
精
一
杯
幸
せ
に
し
て
い
き
た

い
。
」
と
誓
っ
た
こ
と
が
、
私
の

教
師
と
し
て
の
原
点
で
あ
る
と
熱

く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
先
生
の
発
表
を
お
聞
き

し
、
自
分
の
立
ち
位
置
を
確
か
め
、

原
点
に
返
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
集
い
が
終
了
し
た
後
、

森
口
先
生
の
思
い
を
少
し
で
も
共

有
で
き
な
い
か
と
、
西
条
図
書
館

に
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
幸
い
目
当

て
の
本
「
兎
の
眼
」
が
あ
っ
た
の

で
借
り
て
帰
り
ま
し
た
。　
　

　

本
に
登
場
す
る
子
ど
も
た
ち
、

小
谷
先
生
た
ち
の
生
き
生
き
と
し

た
姿
に
魅
了
さ
れ
一
気
に
読
み
終

え
ま
し
た
。
奈
良
の
西
大
寺
に

行
っ
て
「
善
財
童
子
」
を
見
て
み

た
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
善
財

童
子
」
の
写
真
を
見
た
と
き
の
感

情
が
ま
た
強
く
湧
き
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。　
　
　

　

い
つ
か
、
私
も
像
の
前
で
自
分

を
見
つ
め
直
し
、
先
生
の
思
い
を

共
有
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「差別をなくする市民の集い」から学ぶ
西条市教育委員会　東予分室№86

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

■
個
人

○
髙
塚
靖
樹
（
大
町
）

○
笹
本
陽
地
（
壬
生
川
）

○
田
中
芳
記
（
高
田
）

○
近
藤
紀
代
美
（
小
松
町
新
屋
敷
）

■
各
種
団
体

○
済
生
会
西
条
病
院
売
店

○
創
作
の
家
陶
芸
ク
ラ
ブ

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
い
し
づ
ち

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
中
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

臨床心理士による
「こころの健康電話相談」

　心配ごとや悩みごとを一人で悩んでいませんか？
家庭や職場のこと、心と身体の不調など、臨床心理
士が電話で相談に応じます。
　相談は匿名で秘密は厳守します。

　■日時
　　１月29日㈰　９時～17時
　■電話番号
　　０８９－９５６－６４０１
　　０８９－９５６－６４０２
　　（当日のみ通話可能）
　■主催
　　愛媛県臨床心理士会

　寒い季節になると、体調を崩したり、外出を控え
る方が多くなり、献血者が減少します。
　日本赤十字社は１・２月をはたちの献血キャンペ
ーンとして、新たに成人式を迎える「はたち」の若
者を中心に献血を呼びかけています。
　わずか40分の献血で助かる命があります！
　献血へのご協力をお願いします。

11月から３月は冬季の省エネキャンペーン

冬季の省エネルギー対策にご協力を
　11月から３月はエネルギー消費が増加する季節です。暖房の
温度設定を適切に調整するなどの省エネルギー対策を実践しま
しょう。今冬は四国管内でも電力不足が懸念されているので、
以下のような節電へのご協力をお願いします。

●空調
　暖房中の室温は、家庭20℃、オフィス19℃を徹底する。　
●照明
　必要のない電気はこまめに消す。
●電力消費機器
　ポットやパソコンなど使わないときはこまめに電源を切る。

「家庭の省エネ大事典2011年版」
をご活用ください

http：//www．eccj．or．jp/dict/
家庭の省エネ大事典 検索

環境キャラクター
「エコくん。」

はたちの献血キャンペーンはたちの献血キャンペーン
わずか40分で助かる命がある
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